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論 文 内 容 の 要 旨 

 

 日本の極低出生体重児の気管切開の疫学と危険因子を明らかする目的で、2003 年から

2012 年までに周産期母子医療センターネットワークデータベースに登録された 40,806 人

の極低出生体重児を調査した。日齢 28 以降も生存した 34,674 人を対象とし、周産期情報、

NICU 入院中の合併症、および気管切開に関連する因子を分析した。気管切開を受けた極低

出生体重児の割合 0.93%で、研究期間の増加を認めなかった。日齢 28 以降の死亡は、気管

切開の有無で割合に有意差はなかった。気管切開を受けた児は、低酸素性虚血性脳症、筋

疾患、重症または中等症の気管支肺異形成、染色体異常、敗血症の合併症の割合が高かっ

た。日本の極低出生体重児においては、気管切開術の割合に増加はなく、術後の死亡率は

低いことを示された。気管切開を減らすためには、極低出生体重児の呼吸器疾患や神経筋

疾患により手厚い治療が必要である。 
 

 


